
□

■ 有効性

□ 効率性

□ 公平性

□ 持続可能性

□

□ 有効性

□ 効率性

□ 公平性

□ 持続可能性

上記以外の予算事業 ※　当該年度で廃止した事業、繰出事業などはこちらに記入。

所管室課 事業名 所管室課 事業名

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

今後の実施計画
の方向性・内容

決算額
(千円)

※課題があるものは■

市民ニーズ、社会的役割

一般財源
の

比率(％)

活動実績 年度 Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 評価の視点

所管
室課

事業名

事業概要

92.4

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

ライフスタイルの多様化などにより自治
会活動に関心を示さない市民も増え、自
治会加入率が低下している。令和２年度
に自治会加入促進等活動補助金制度を創
設したが、期待する効果が上がらなかっ
たため、令和７年度から補助対象を拡大
している。また、自治会集会施設整備等
事業補助制度についても支援内容の検討
が必要である。自治会は、地域コミュニ
ティの基礎となる組織であり、加入促進
は必要だが、自治会だけでなく、地域諸
団体やテーマ型の団体とも連携した地域
コミュニティの活性化が必要である。

今後の実施計画
の方向性・内容

拡充

効果的に補助金を活用
し、加入促進を含む自
治会活動支援を行う。

（１）自治会活動補助金交付事業
  地域住民の自治活動を支援し、住民相互の親睦と相互扶助の向上
を図ることを目的とした補助金を地区連合自治会に対して交付する
もの
  令和４年度交付額・・・11,611,117円（34団体）
  令和５年度交付額・・・12,070,791円（34団体）
  令和６年度交付額・・・14,455,106円（34団体）
（２）自治会集会施設整備等事業補助金交付事業
  良好な地域コミュニティの維持形成のため、活動拠点である集会
施設の整備等に補助金を交付するもの
  令和４年度交付額・・・2,626,000円（12団体）
  令和５年度交付額・・・4,965,000円（14団体）
  令和６年度交付額・・・4,396,000円（13団体）
（３）自治会加入促進等活動補助金交付事業
  自治会の加入促進等の活動を支援するため、お祭り等の行事の実
施について補助金を交付するもの
  令和４年度交付額・・・125,703円（7団体）
  令和５年度交付額・・・213,880円（11団体）
  令和６年度交付額・・・173,583円（11団体）
（４）コミュニティ助成金
  地域のコミュニティ活動の充実・強化を図ることにより、地域社
会の健全な発展と住民福祉の向上に寄与するもの
  令和４年度、不採択   令和５年度決算額・・・1,415,040円
  令和６年度決算額・・・1,674,200円

決算額
(千円)

14,596 18,955 21,188
※課題があるものは■

市民ニーズ、社会的役割

一般財源
の

比率(％)
100.0 92.6

第４次総合計画　管理事業を構成する予算事業の評価シート 評価対象年度 令和６年度

施策コード 123 施策 コミュニティ活動への支援

事業概要

自治会活動関係、コミュニティ助成金交付

活動実績 年度 Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 評価の視点

管理事業 コミュニティ活動支援事業 所管部局 市民部

1 所管
室課

市民自治推進室 事業名 コミュニティ活動支援事業
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□

□ 有効性

□ 効率性

□ 公平性

■ 持続可能性

□

□ 有効性

□ 効率性

□ 公平性

□ 持続可能性

上記以外の予算事業 ※　当該年度で廃止した事業、繰出事業などはこちらに記入。

第４次総合計画　管理事業を構成する予算事業の評価シート 評価対象年度 令和６年度

施策コード 123 施策 コミュニティ活動への支援

事業概要

地区集会所管理

活動実績 年度 Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 評価の視点

管理事業 コミュニティ施設事業 所管部局 市民部

1 所管
室課

市民自治推進室 事業名 地区集会所管理事業

2 所管
室課

市民自治推進室 事業名 竹見台多目的施設管理事業

事業概要

100.0

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

施設の老朽化に伴い維持補修費が増加し
ていることから、計画的な修繕等が必要
である。

今後の実施計画
の方向性・内容

継続

廃園となった幼稚園跡を、地区集会所として地域住民へ開放した。管
理運営については、地域住民で組織された地区集会所運営委員会へ委
託した。

（１）吹田市岸二地区集会所の利用件数及び利用人数
  令和４年度…454件・6,051人
  令和５年度…435件・5,453人
  令和６年度…416件・4,618人

（２）吹田市北山田地区集会所の利用件数及び利用人数
  令和４年度…1,057件・13,980人
  令和５年度…1,139件・15,259人
  令和６年度…1,160件・15,414人

決算額
(千円)

5,028 4,743 5,674
※課題があるものは■

市民ニーズ、社会的役割

一般財源
の

比率(％)
100.0 100.0

100.0

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

特になし 今後の実施計画
の方向性・内容

廃止

吹田市立南竹見台小学校跡を、吹田市立竹見台多目的施設として地域
住民へ開放した。管理運営については、地域住民で組織された吹田市
立竹見台多目的施設運営委員会へ委託した。

（１）吹田市立竹見台多目的施設の利用件数及び利用人数
  令和４年度…698件・10,862人
  令和５年度…669件・9,747人
  令和６年度…577件・10,360人

決算額
(千円)

14,711 14,791 16,332
※課題があるものは■

市民ニーズ、社会的役割

一般財源
の

比率(％)
100.0 100.0

竹見台多目的施設管理

活動実績 年度 Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 評価の視点

市民自治推進室 山田ふれあい文化センター管理事業

市民自治推進室 コミュニティセンター管理事業

所管室課 事業名 所管室課 事業名

市民自治推進室 市民ホール管理事業
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□

□ 有効性

□ 効率性

□ 公平性

■ 持続可能性

□

□ 有効性

□ 効率性

□ 公平性

□ 持続可能性

上記以外の予算事業 ※　当該年度で廃止した事業、繰出事業などはこちらに記入。

第４次総合計画　管理事業を構成する予算事業の評価シート 評価対象年度 令和６年度

施策コード 123 施策 コミュニティ活動への支援

事業概要

市民センター管理

活動実績 年度 Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 評価の視点

管理事業 コミュニティ施設事業 所管部局 市民部

3 所管
室課

市民自治推進室 事業名 市民センター管理事業

4 所管
室課

市民自治推進室 事業名 千里ニュータウンプラザ管理事業（千里市民センター）

事業概要

42.1

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

利用状況については、利用者ニーズに応
じた自主事業を増やすことで、より一層
利用促進による事業効果を高める工夫を
行っていくことが課題である。自主事業
のチラシ作成、ホームページの活用など
広報活動に工夫が必要である。

今後の実施計画
の方向性・内容

継続

吹田市立千里市民センター大ホールの管理運営については、(株)東急
コミュニティーへ委託した。

（１）吹田市立千里市民センター大ホールの利用人数及び利用件数
  令和４年度･･･452件・37,828人
  令和５年度･･･623件・59,758人
  令和６年度･･･566件・28,407人

決算額
(千円)

179,846 147,123 120,170
※課題があるものは■

市民ニーズ、社会的役割

一般財源
の

比率(％)
71.6 55.1

100.0

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

特になし 今後の実施計画
の方向性・内容

継続

千里ニュータウンプラザの管理及び千里市民センター多目的ルームの
管理運営は、PFI契約に基づき、吹田南千里PFI(株)が行った。

（１）吹田市立千里市民センター多目的ルームの利用人数及び利用件
数
  令和４年度･･･1,261件・17,985人
  令和５年度･･･1,433件・23,572人
  令和６年度･･･1,503件・27,474人

決算額
(千円)

54,429 54,748 53,995
※課題があるものは■

市民ニーズ、社会的役割

一般財源
の

比率(％)
100.0 100.0

千里ニュータウンプラザ施設管理

活動実績 年度 Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 評価の視点

所管室課 事業名 所管室課 事業名

2/3



□

□ 有効性

□ 効率性

□ 公平性

□ 持続可能性

□

□ 有効性

□ 効率性

□ 公平性

□ 持続可能性

上記以外の予算事業 ※　当該年度で廃止した事業、繰出事業などはこちらに記入。

第４次総合計画　管理事業を構成する予算事業の評価シート 評価対象年度 令和６年度

施策コード 123 施策 コミュニティ活動への支援

事業概要

コミュニティ協議会助成（内本町・亥の子谷・千里山・千一）

活動実績 年度 Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 評価の視点

管理事業 コミュニティ施設事業 所管部局 市民部

5 所管
室課

市民自治推進室 事業名 コミュニティ協議会助成事業

所管
室課

事業名

事業概要

96.7

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

特になし 今後の実施計画
の方向性・内容

継続

吹田市立コミュニティセンターの指定管理者である各コミュニティ協
議会が行うコミュニティ助成事業に係る経費の一部について助成を
行った。

（１）内本町協議会助成事業の事業実施件数
  令和４年度…587件、令和５年度…473件、令和６年度…473件

（２）亥の子谷協議会助成事業の事業実施件数
  令和４年度…456件、令和５年度…548件、令和６年度…568件

（３）千里山協議会助成事業の事業実施件数
  令和４年度…415件、令和５年度…419件、令和６年度…558件

（４）千一協議会助成事業の事業実施件数
  令和４年度…103件、令和５年度…138件、令和６年度…138件

決算額
(千円)

10,058 9,950 11,271
※課題があるものは■

市民ニーズ、社会的役割

一般財源
の

比率(％)
94.5 100.0

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

今後の実施計画
の方向性・内容

決算額
(千円)

※課題があるものは■

市民ニーズ、社会的役割

一般財源
の

比率(％)

活動実績 年度 Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 評価の視点

所管室課 事業名 所管室課 事業名

3/3


